
呉
見
思
の
文
章
論

呉

に
つ
い
て
、

の
よ
う
な
簡
単
な
記
載
が
あ
る
1
3

六
十
，

の

生

1
6
2
1）

卒
清
漆
黒
十
九
年
庚
市
議
1
6
8
0
）

こ
の
記
載
に
よ
る
と
、
彼
の
名
は
見
思
と
い
い
、

で
あ
る
。
見
患
の
享
年
は
六
十
歳
と
す
る
が
、
そ
れ
は
数
え

で
あ
る
た
め
、
実
際
の
享
年
は
五
十
九
歳
で
あ
っ
た
。
『
史

に

よ

る

と

、

災

見

思

に

い

う

名

前

の

弟

が
い
る
2
0

張

小

鋼

以
迄
於
成
。
稲
箆
翠
爽
惑
通
，
納
得

茶
弟
間
関
嶺
議
来
，
受
比
護
於
七
千
里
外
乎
！

す
な
わ
ち
、
呉
晃
患
の
吋
史
記
論
文
h

が
碍
（
議
東
）
で

刊
行
さ
れ
る
際
、
偶
黙
に
彼
の
弟
道
賢
も
努
に
訪
ね
て
来
た
と

い
う
話
で
あ
る
む
こ
の
道
賢
の
こ
と
は
呉
見
患
の
『
史
記
論
文
・

凡
附
記
に
「
干
潟
ナ
弟
道
緊
」
と
紹
介
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
呉
見

患
の
一
一
一
番
目
の
弟
で
あ
る
。
道
緊
に
つ
い
て
は
『
明
清
江
蘇
文

表
b

に
こ
か
条
の
記
載
が
あ
る
。
次
に
紹
介
し
て
お
く
3
0

法
康
問
問
十
九
年
，
進
呉
観
患
（
道
賢
〉
以
一
全
盛
山
一
所
得

一
巻
。
額
思
，
中
行
孫
。

武
道
呉
機
思
客
王
接
嘉
輿
使
読
，
交

。
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あ
り
、
中
行
の
孫
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
や
行
と
は
ど
う

い
う
人
物
で
あ
る
か
。
ち
ょ
う
ど
向
じ
『
年
表
h

に
呉
中
行
に

つ
い
て
の
記
載
も
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
あ
わ
せ
て
紹
介
し
て
お

／
＼

4
0
 明

嘉
靖
十
九
年
，
武
進
同
一
（
中
行
（
子
道
）
生
。
吋
箆
陵
名
人

疑
年
録
h

一
中
行
、
性
子
。

O

明
高
露
五
年
，
常
Mm
諮
問
m
賢
、
武
道
呉
市
T
行
官
北
京
，
以

綾
護
封
建
議
法
弟
張
居
正
不
守
制
，
同
被
杖
六
十
，

。O

間
約
寓
藤
十
年
，
武
進
呉
市
ヤ
行
護
職
人
京
，

鞍
林
欝
典
，
作
『
記
鰐
門
菌
例
』
『
決
帯
一
一
一
堂
集
h

m

間
十
六

O

間
約
高
暦
二
十
二
年
，
武
進
呉
中
行
死
，
年
五
十
五
h

所
審
有
言
問
鈴
堂
集
』
十
四
巻
。

『
明
史
』
巻
二
百
二
十
九
に
は
同
一
（
中
行
の
伝
が
立
て

お
り
、
こ
れ
ら
の
文
献
の
記
載
に
よ
る
と
、
呉
中
行
は
一
に

な
り
、
一
繍
修
の
｛
院
を
授
か
っ
て
い
る
。
高
麿
五
年
、
時
の
宰
絡

で
あ
る
張
居
正
の
逆
鱗
に
触
れ
た
た
め
、
杖
貯
を
受
け
、
｛
良
識

を
剥
奪
さ
れ
、
故
郷
に
返
さ
れ
た
。
高
暦
十
一
年
、
災
中
行
は

北
京
に
戻
り
、
右
中
允
と
い
う
官
ま
で
昇
進
し
た
が
、
後
に
政

争
に
巻
き
込
ま
れ
、
設
内
藤
十
一
一
一
年
、
護
帰
し
て
わ
ず
か
ニ
年
で

引
退
し
た
。
死
後
、
議
部
右
侍
部
と
い
う
官
を
授
か
っ
た
。

呉市
T
行
の
『
鶏
鯨
堂
集
』
に
は
「
家
藤
岡
幽
記
」
が
あ
る
。
「 て

に
よ
る
と
、
中
行
は
そ
の
年
四
十
九
歳
（
こ
れ
も

災
捺
に
間
十
八
歳
）
で
あ
り
、
八
男
一
女
の
子
供
、

三
人
の
孫
を
持
っ
て
い
た
。
次
に
整
理
し
て
見
ょ
う
5
。

長
男
議
，
一
一
一
十
歳
，
高
麗
十
九
年
卒
（
『
突
家
見
文
』
）
長

課
徴
思
，
薙
の
長
男
。
三
捺
（
名
前
未
定
）
，
薙
の
次
男

次
男
亮
，
二
十
七
歳

三
男
実
，
二
十
五
歳

四
男
一
元
，
二
十
盟
歳
。
次
孫
爾
思
，
元
の
長
男

五
男
京
，
十
九
歳

六
男
究
，
十
六
議

七
男
藍
，
十
二
議

八
男
褒
，
十
一
歳

吋
…
明
史
・
呉
市
T
行
簿
』
に
は
亮
の
名
前
だ
け
が
見
え
、
「
亮

官
御
史
，
坐
紫
疑
官
。
終
大
理
少
脚
。
」
と
記
載
し
て
あ
る
。

孫
の
輩
に
は
三
人
の
孫
の
ほ
か
に
、
『
賜
鶴
堂
集
』
に
は
校
正

の
仕
事
に
携
わ
る
孝
患
、
我
思
、
賛
思
、
何
忠
、
未
思
、
黄
患

な
ど
の
名
前
が
見
え
る
が
、
い
ず
れ
も
出
世
し
な
か
っ
た
よ
う

で
あ
る
。
「
家
慶
顕
記
」
を
書
い
た
六
年
後
、
中
行
が
逝
去
し

た
。
そ
れ
は
呉
見
思
、
隣
即
応
兄
弟
が
生
ま
れ
る
前
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
中
符
の
逝
去
に
と
も
な
い
、
一
族
が
凋
落
し
始
め
た
よ

う
で
あ
る
。

呉
見
患
の
父
親
は
不
詳
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
出
世
し
な
か
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つ
い
て
拾

殺
の
正
紅
旗
人

の

っ

た

こ

と

が

あ

る

。

そ

つ
い
て
よ
く
捺
を
し
、
親
交
が
あ
っ
た
。

に

も

の

宙

関

を

と

捻

、

謝

さ

れ

る
た
め
、

少
な
く
と
も

ると
。記

ーしし
かて
しい

と
が
で
き
る
。

設
翠
付
け
ら
れ
る
。
従
っ
て
小
論
で

張
と
比
較
し
て
、
呉
見
患
は
彼
ら
の
主
張
を
ど
の
よ
う
に
受
け

止
め
、
ど
の
よ
う
に
自
分
の
文
章
論
を
展
開
附
し
た
か
を
検
証
し

て
み
た
い
。

の
集
大
成
で
あ
り
、
後
の

て
い
た
。
呉
見
思
も
例
外
で
は
な
く
、し、

し
て
月
蜂
の

（
孫
月
臨
時
の
「
文
衛
」

照
。
関
西
大

の
中
に
は
、

Z
U
 
2
 

4
 



直
接
に
孫
月
維
に
言
及
し
た
議
論
は
一
一
、

引
用
し
て
お
く
8
0

。
広
口
議
孫
月
蜂
批
評
，
毎
嫌
史
公
此
篤
翻
故
左
話
，

不
知
左
傍
逐
篇
立
絡
，
故
易
好
。
役
家
包
羅
衆
事
，
矯
難

工
。
何
山
沿
っ
・
没
家
事
多
，
故
不
得
不
縦
模
就
熊
，
一
也
。

且
事
多
剤
左
不
藍
載
，
欲
匂
匂
泉
在
期
不
能
。
若
一
段
在

傍
文
法
，
一
段
史
公
築
技
，
則
挟
描
難
者
，
故
不
得
不
改

割
以
就
我
，
ニ
山
色
。
日
バ
峰
比
一
言
亦
米
露
設
身
慮
地
五
。
〈
紙
日

没
家
）
O
初
譲
替
相
関
世
家
，
舗
序
遊
覧
文
法
一
新
，
耳
悶
口
頓
具
。

及
一
食
奨
欝
膝
濯
列
傍
，
亦
有
作
法
。
比
簿
一
半
夜
無
奇
，
不

魔
積
習
生
厳
突
。
孫
月
蜂
以
叫
共
有
吏
綾
意
，
亦
似
脚
色
供

扶
，
誠
然
也
。
（
縛
新
劇
成
列
傍
）

O
採
同
月
蜂
一
五
，
壌
中
以
十
車
天
下
字
、
十
一
一
一
足
下
学
、
部

先
生
学
、
十
一
時
練
習
字
、
十
西
神
公
｛
子
若
故
翠
之
以
見
奇
。

〈
欝
生
陸
繋
列
傍
）

望
日
没
家
』
の
併
に
つ
い
て
は
見
思
と
丹
鋒
と
で
意
見
の

食
い
違
い
が
あ
る
よ
う
、
だ
が
、
見
患
は
「
融
関
就
簡
」
と
主
張

し
て
い
る
た
め
、
丹
峰
の
「
文
筒
」
論
と
原
則
的
に
は
開
じ
で
あ

る
0
3侍
新
誕
生
列
傍
』
の
例
に
つ
い
て
は
、
見
思
泣
最
初
『

替
相
菌
世
家
』
コ
器
撤
駿
謹
列
傍
』
の
作
文
法
は
面
白
く
患
っ

た
が
、
司
傍
新
劇
成
列
簿
』
の
作
文
法
は
平
凡
で
（
「
平
底
無
奇
」
）

一
一
ケ
所
あ
る
3

次
に

い
で
あ
？
に
。
し
か
し
月
臨
時
の
批
評
を
見
る
と
、
「
吏
藤
意
」

と
い
う
新
味
が
あ
る
と
の
見
解
に
納
得
で
き
た
。
内
闘
機
生
陸
賀

川
河
縛
知
的
～
例
に
つ
い
て
は
見
患
が
月
峰
の
字
法
の
批
評
に
賛
同

し
て
い
る
。

呉
見
患
は
『
史
記
』
の
体
裁
に
つ
い
て
「
筒
」
の
必
婆
性

を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
7
0

。
本
紀
回
定
提
鱗
之
韓
法
，
不
得
詳
序
，
詳
序
便
累
盤
失
。
其

中
必
損
列
園
事
相
熊
峡
者
，

E
践
〈
周
紀
諸
世
家
控
成
一
片
也
。

〈
泰
本
紀
）

。
世
家
序
事
，
纏
用
簡
法
。
比
矯
只
於
舎
炎
谷
慮
、
撃
琴
灘
、

閤
糠
察
滋
，
箸
意
寓
，
而
其
大
設
則
枝
葉
扶
諜
，
根
株
盤
錯
，

不
必
討
好
。
而
線
局
自
大
。
〈
孔
子
世
家
）

要
す
る
に
、
呉
見
思
は
本
紀
と
世
家
に
は
「
籍
法
」
を
取
ら

ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
。
こ
の
解
釈
が
正
し
い
か
ど
う
か
は
別

の
期
題
と
し
て
、
体
裁
の
角
度
か
ら
「
文
衛
」
論
に
客
観
的
解

釈
を
与
え
よ
う
と
し
た
の
は
見
患
の
意
図
で
あ
ろ
う
。
句
史
記
』

の
体
裁
に
つ
い
て
は
、
見
思
は
さ
ら
に
泣
家
と
列
俸
と
の
相
違

点
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
8
0

設
家
之
鰭
奥
列
簿
不
向
。
列
停
止
序
一
人
或
数
人
，
品
以
捧
読

震
易
。
世
家
賠
於
一
矯
之
中
，
上
下
千
吉
年
，
既
以
一
層
之

事
詳
載
，
更
或
他
閤
之
事
互
入
，
不
得
不
用
筒
法
。
故
左
圏

一
昨
詳
，
比
則
甚
賂
；
左
四
幽
藻
麗
，
比
郎
簡
浄
。
局
予
縞
幅
，
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不
得
不
然
説
。
故
震
役
家
者
，

裳
換
晃
一
割
綬
光
。

太
公
役
家
）

し
か
し
な
が
ら
、

が
、
月
山

一
部
の

濯
あ
る

で
あ
っ
て
、

れ
る
も
の
で
は
な
い
っ
す
れ
ば
、
「

を
せ
ざ
る
を
得
な
い
（
不
得
一
小
銭
）
で
は
な
く
、
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
見
思
の

か
に
狭
い
範
関
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
議
月
総
と
間
じ
よ
う
に
、

た

め

に

、

と

い

と
え
ば
、

は
開
明
ら

と
い
う
目
的
の

し
て
い
る
つ
た

乃

八

牧

於

丈

尺

之

或
正
説
，
或
倒
閉
山
序
，
或
白
出
己
裁
，

或
詑
引
地
番
，
（
中
路
）
前
段
引
尚
書
古
奥
離
奇
，
後
段
引

額
策
，
流
科
館
浄
。
而
劉
裁
之
中
，
白
出
手
眼
，

（
関
本
紀
）

と
あ
る
き
こ
こ
で
泣

の
理
由
が
二
つ
示
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
一
つ
は
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
麓
史
が
長
く
、

事
摘
が
多
い
た
め
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
「
文
繁
」
で
あ
り
、

す

な

わ

ち

使

用

し

の

記

述

が

額

雑

で

あ

る

た

め

で

あ

る

。

、

周

王

朝

の

歴

史

は

に
つ
い
て

八

百

年

余

り

あ

り

、

そ

の

関

の

ベ

の

に

は
無
理
が
あ
る
c

従
っ
て
吟
味
し
た
り
、
選
附
加
し
た
り
す
る
必

婆
が
あ
る
。
ま
た
、
引
用
し
た
吋
尚
勢
同
吋
留
禁
」
一
の
吟
味
や

選
別
だ
け
で
は
な
く
、
｛
子
・
匂
の
削
除
や
文
章
の
作
り
悲
し
も

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
。

と
こ
ろ
が
、
吋
国

ら
れ
る
。
次
に
て
、

と
削
似
通
つ
は
列
停
に
も
見

一
の
例
を
見
て
み
よ
う
ヂ

以
下
設
六

不
得
不
係
也
。
〈
蘇
秦
邦
簿
）

O
取
積
一
段
剥
制
改
開
策
，

お
列
傍
）

O
兆
簿
史
公
ム
…

致
嵐
度
爵
妙
。

先
以
比
作
引
？
て
放

を

こ
れ
ら
の
見
る
鰻
り
、
見
患
は
必
ず
し
も

「
本
紀
」
や
家
」
に
限
定
し
て
い
な
い
。
む
し
ろ
一
一
段

と
し
て
考
え
て
い
る
。
見
患
は
、

作
文
家
要
忍
於
割
捨
，

がと
、述騎

ベ列
て｛等
し、）

にるl
イコ 。
い見
EE ’tニd、

は
る＂＇
R苦習

に理
の

欠
け
て
い
た

と
い
う
理
街
で
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「
欝
裁
」
の
重
要
性
を
主
張
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
ど
の
よ
う
に
「
欝
裁
」
を
す
れ
ば
、

文
章
そ
作
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
、

は
「
頬
上
一
一
一
毛
」
の
論
理
を
打
ち
出
し
て
い
る
子

O
一
束
。
関
設
額
功
太
公
慮
，
倶
約
賂
虚
寝
，
所
云
組
閣
上

毛
，
取
其
意
思
所
夜
間
己
。
（
務
太
公
役
家
）

O
寓
緯
侯
樹
説
郎
危
耀
議
下
獄
，
不
知
霞
詞
騒
，
出
獄
自
喫

蕗
，
倶
得
木
一
騒
本
意
。
故
緯
侯
大
功
，
在
諒
諸
呂
，
立
代
主

一
節
，
乃
反
不
明
序
，
猶
篤
農
者
，
在
額
上
三
毛
，
間
不
在

面
図
鑑
鰭
也
。
比
文
章
家
欝
裁
之
法
，
知
登
山
取
灰
径
，
観

美
入
者
繋
雲
蝿
錨
耳
。
操
給
者
不
可
不
知
。
（
緯
侯
閥
勃
険

家）「
類
上
三
毛
」
と
い
う
出
典
は
言
問
議
h

列
傍
第
六
十
二

の
一
騎
捜
之
に
見
え
る
子
す
な
わ
ち
本
来
は
人
間
の
頬
に
あ
る

一
一
一
本
の
毛
と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、
人
間
同
の
特
散
の
あ
る
と
こ

ろ
を
比
輸
し
て
い
る
。
作
文
の
場
合
は
、
簡
潔
な
文
章
を
作
る

た
め
に
材
料
の
取
捨
は
一
言
う
ま
で
も
な
く
、
人
物
や
ス
ト
ー
リ

ー
を
説
明
で
き
る
特
徴
の
あ
る
材
料
を
扱
う
こ
と
の
大
拐
さ
を

指
す
。
そ
れ
は
す
な
わ
ち
文
章
に
と
っ
て
の
「
額
上
一
一
一
毛
」
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
批
評
は
司
史
記
論
文
』
の
随
所
に
見
え
る
。

た
と
え
ば
、

O
法
議
絡
英
大
事
，
反
以
少
子
殺
人

段
作
致
，
節
節
額
住
，

了
，
後
乃
一
潟
郡
明
，
益
見
其
妙
。
（
越
王
勾
践
註
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。
比
揺
傍
倶
周
一
様
筆
法
，
相
鈴
前
議
戦
功
，
一
町
駅
駐
過
。

自
起
只
抽
長
平
一
事
，
王
前
期
只
抽
破
楚
一
事
，
姿
態
色
揮
，

抑
揚
饗
化
，
各
球
其
妙
。
（
自
起
王
議
列
傍
）

と
の
例
が
あ
る
は
。
結
露
は
越
王
を
補
佐
し
て
、
亡
患
の
越
を

見
事
に
後
輿
さ
せ
た
立
役
者
の
一
人
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
司
潟
遷
は
越
支
勾
践
の
伝
記
の
中
で
少
し
も
畿
の
功

労
を
述
べ
ず
、
却
っ
て
翠
の
怠
子
が
殺
人
の
罪
を
犯
し
た
こ
と

を
記
し
、
時
に
後
の
譲
の
罷
遥
を
示
唆
し
て
い
る
。
回
路
通
と
い

う
こ
と
は
畿
の
計
算
づ
く
と
い
う
策
士
の
一
面
を
も
っ
と
も
よ

く
示
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
自
起
と
王
顛
は
共
に
戦
国
時
代

の
名
将
で
あ
り
、
戦
功
が
数
え
切
れ
な
い
。
し
か
し
、
白
起
伝

記
の
中
に
は
長
平
の
戦
の
み
、
王
議
伝
記
の
中
に
も
楚
国
破
り

の
戦
し
か
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
。
と
い
う
の
は
こ
つ
の
戦
が
二

人
に
と
っ
て
生
涯
の
最
も
輝
か
し
い
戦
果
で
あ
り
、
一
一
人
の
軍

事
才
能
を
示
し
た
例
だ
か
ら
で
あ
る
。

見
思
は
三
男
裁
」
を
唱
え
る
と
開
時
に
、
文
章
が
自
然
で

あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
。
か
れ
は
「
有
意
無
意
之
間
」
と
い
う

一
言
葉
を
使
う
こ
と
も
あ
る
が
、
「
絶
無
痕
鯨
」
と
い
う
表
現
を

よ
り
好
ん
で
使
用
し
て
い
る
子

O
項
羽
毎
事
震
一
段
，
挿
入
合
来
，
議
好
下
手
。
高
紀
則
将



は
少
し
も
人
工

こ
と
で
あ
り
、
持
技
と
い
え
る
。

べ
き
こ
と
は
、

る

ど
見
ら
れ
な
い
合
こ
れ
は
二
人
の

現
代
に
は
「
務
藤
」
「
鍛
」
「
錬
」
な
ど
の

評
に
も
よ
く
使
わ
れ
、
八
設
文
作
文
に
お
け

あ
っ
た
。
も
と
も
と
明
代
に
お
け
る
史
番
の
批
評
は
科
挙
の

意
識
し
た
も
の
で
あ
り
、
月
鋒
の
批
評
も

の
上
に
立
つ
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
う

こ

は

い

。

t

、、
a
gノ

例
外
な
く
そ
の

し

っ
て
当

る開
m
誇
も
殆
ど
使
わ
れ
な
か
っ

警
批
評
の
一
つ
の
意
識
変
化
で

の
は
必
ず
し
も
科
挙
や
八
段
文
を

の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

然
な
が
ら
八
段
文
作
文
に

た

。

そ

れ

に

お

あ
る
。

方

見
思
の

ら
な
い
。

の
名
能

に
お
い
て

し
か
し
清
代
に
は
見
思
拾
す
で

入
と
し
て
見
な
さ
れ
て
い
た
。

の
や
で
次
の

た
と
え
い
て

も
然

こ
の
よ
う
に
、

こ
と
は
で
き
る
が
、
必
ず
し
も
塑
漢
の
す
べ
て
の
文
学

し
て
い
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
特
に
の
「

の

る
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唐
詩
分
解
」
論
に
は
苔
定
的
態
度
を
示
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

見
思
は
明
社
詩
論
文
・
凡
例
』
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
お
い
て

n
6
 

い
る
l
c

社
詩
従
横
墾
化
，
必
有
一
定
之
法
以
求
之
，
是
勝
校
之
器
、

部
舟
之
削
駒
山
勉
。
（
章
法
）

呉
見
患
は
杜
詩
が
非
常
に
変
化
に
富
ん
で
い
る
た
め
、
た

だ
一
つ
の
作
文
法
に
よ
っ
て
杜
詩
を
評
髄
す
る
の
は
と
う
て
い

無
理
な
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。
見
患
の
そ
う
し
た
見
解
は
後
の

『
史
記
論
文
』
に
も
克
え
る
。
彼
は
「
文
無
定
法
，
亦
然
定
姿

也
。
」
（
第
日
時
巻
部
）
と
述
べ
、
や
は
り
間
有
の
「
作
文
法
」

を
も
っ
て
文
章
を
当
て
は
ま
る
こ
と
に
対
し
反
対
の
態
度
を
示

し
て
い
る
。
そ
う
し
た
見
地
か
ら
、
見
患
は
ま
た
聖
撲
の
「
唐

詩
分
解
」
論
〈
正
確
に
一
甘
問
え
ば
底
律
詩
に
つ
い
て
の
「
四
匂
一

解
」
一
一
分
法
の
主
張
）
と
異
な
っ
た
意
見
安
打
ち
出
し
た
。
見

患
は
杜
詩
を
吟
味
し
た
う
え
で
、
締
か
い
分
類
の
作
業
を
行
っ

て
い
た
。
次
に
見
思
が
分
績
し
た
「
五
一
世
間
律
詩
」
と

詩
」
の
い
く
つ
か
の
パ
タ
ン
を
ま
と
め
て
み
よ
う
。

門
五
言
律
詩
〕

・
夜
通
営
一
気
者

．
存
上
下
田
句
者

・
占
有
上
一
匂
下
七
句
者

．
有
上
二
句
下
六
句
者

－
有
上
六
勾
下
二
句
者

．
中
有
上
七
匂
下
一
句
者

・
夜
前
後
四
勾
中
間
句
者

｛七一一昨同律詩〕

・
有
八
勾
一
気
者

．
有
上
下
m
出
句
者

・
有
上
一
句
下
七
句
者

．
占
有
上
ニ
句
下
六
句
者

．
有
上
ム
ハ
匂
下
二
句
者

・
有
上
七
匂
下
ア
伺
者

．
有
八
句
三
段
者

見
患
の
律
誌
に
つ
い
て
の
分
類
は
翠
嘆
の
「
由
匂
一
解
」
と

い
う
こ
分
法
と
異
な
る
。
内
容
に
よ
っ
て
律
詩
の
形
式
は
必
ず

し
も
「
臨
匂
一
解
」
と
い
う
ワ
ン
パ
タ
ン
で
は
な
い
多
く
の
例

を
あ
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
関
接
な
が
ら
金
聾
嘆
の
「
唐
詩
分

解
」
論
に
対
す
る
否
定
的
態
度
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
才
」

に
つ
い
て
の
解
釈
も
塑
嘆
趣
向
と
も
異
な
る
段
。

得
之
於
天
本
側
才
也
，
敬
之
於
古
者
撃
也
。
（
『
社
詩
論
文
・

凡
例
』
）

こ
れ
も
聖
嘆
の
「
才
之
爵
裁
」
「
才
之
属
材
」
の
議
論
と
明
ら

か
に
異
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
見
患
は
聖
嘆
の
す
べ

て
文
学
理
論
会
｝
排
斥
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
彼
は
翠
嘆
の
友
人

-50-



で
あ
る
と
照
時
に
、

的
に
吸
収
し
な
が
ら
、

い
た
。
後
は
ま
さ
に
そ
の
よ

に
心
血
を
注
ぎ
込
ん
だ
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
特
に
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
呉
は

と
し
て
と
ら
え
よ
う
と
す
る
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ

ハυ

る
っ
さ

るを

は
次
の

比
文
総
以
一
気
品

一
以
務
部
文
今
一
事
，

引
用
文
の

の

関
等
な
錨
髄
・
地
位

せ
よ
う
と
し
た
。
方
、
見
思
誌
「
菌
文
生
事
」
の

に
よ
っ
小
説
と
関
等
な
地
位
に
さ
せ
よ
う
と
し

て
い
る
a

の

ノ
＼

け
い
ト
仇
つ

J
y

、

で
は
な

の
で
あ
る
前
に
、
ま
ず
譲
れ
た
文

一
か
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
子

史
記
蟻
序
事
，
一
仰
窓
夜
作
文
，
英
中
許
多
人
，
許
多
事
，

不
過
供
我
作
文
之
料
拝
。
故
或
前
或
後
，
或
数
或
或

議
我
文
章
之
妙
，
商
業
率
緊
縛
日
。

列
傍
）
こ
こ
で
は

に

お

け

る

多

く

の

は

し
た
に
過
ぎ
な
く
、
そ
れ
ら
の
材
料
を
使
っ
て

て
い
る
う
ち
、
突
が
ひ
と
り
で
に
伝

で
あ
り
、

で
あ
る
。

が
あ
る
こ
と
な
次

7
i
 
zu 



す
な
わ
ち
、
明
日
者
列
傍
』
に
つ
い
て
は
、
見
患
は

が
す
べ
て
文
占
禁
含
作
る
た
め
に
事
柄
を
利
用
し
て
い
る

ず
、
な
か
で
も
こ
の
明
日
者
列
簿
』
は
司
馬
遷
の
虚
構

と
い
う
。
一
設
定
世
家
』
に
つ
い
て
も
、
見
患
は
こ
れ
が
文
人
の

虚
構
で
あ
る
と
い
う
。
見
思
の
い
う
「
借
事
行
文
」
は
「
事
」

が
客
、
「
文
」
が
主
と
い
う
関
係
で
あ
り
、
壁
喫
の
い
う
「
以

文
運
事
」
は
「
文
」
が
客
、
「
事
」
が
主
で
あ
る
。
見
忠
に
お

け
る
「
事
」
と
「
文
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
認
識
は
、
史
実

重
視
よ
り
文
章
重
視
に
重
心
が
移
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
彼
が
使

っ
た
「
懇
空
幻
出
」
「
厳
空
結
撰
」
の
よ
う
な
批
評
用
語
は
恕

嘆
の
小
説
，
戯
曲
批
評
に
よ
く
見
受
け
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、

O
宣
和
遣
事
具
載
三
十
六
人
姓
名
，
可
見
三
十
六
人
廷
安
有
窃

只
是
七
十
問
中
許
多
事
迩
，
須
知
都
是
作
詩
人
強
空
造
読
出

来
，
如
今
部
間
出
讃
兆
七
十
回
，
反
肥
一
一
一
十
六
人
都
認
得
了
。

在
題
提
起
傾
，
都
似
欝
持
熟
議
，
文
字
有
気
力
如
比
。
（
『

。
右
第
田
節
寓
張
生
遊
中
一
マ
幾
幾
欲
去
，
術
以
外
出

奇
，
蝦
出
割
問
。
（
『
西
賎
記
』
巻
之
閤
）
お

と
あ
り
、
文
中
の
「
窓
空
造
読
」
「
懇
空
運
巧
」
は
「
態
空
幻

出
」
「
虚
空
結
撰
」
と
閤
じ
く
「
麗
構
」
と
い
う
意
味
で
使
わ

れ
て
い
る
。
こ
れ
以
外
に
も
、
見
患
は
「
歳
費
」
識
を
展
開
し

て
い
る
。
次
に
い
く
つ
か
の
論
点
を
整
理
し
て
み
よ
う
。

「
盛
事
貿
寓
」
と
は
実
擦
に
存

し
な
い
こ
と
、
或
は
伝
説
の
こ
と
を
実
際
に
あ
っ
た
よ
う
に

せ
か
け
る
こ
と
で
あ
り
、
一
種
の
「
虚
構
」
の
手
法
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
リ
ア
ル
に
書
く
の
が
特
徴
で
あ
る
。
一
言
わ
ば
一
種

の
「
詳
務
」
で
あ
る
。
「
質
事
鹿
篤
」
と
は
史
実
（
或
は
事
実
）

を
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
素
材
と
し
て
扱
う
た
め
、
材
料
の
取
捨
に

よ
っ
て
護
磁
風
に
書
く
場
合
が
多
い
。
一
言
わ
ば
一
穫
の
「
賂
潟
」

で
も
あ
る
。
従
っ
て
「
蜜
事
麗
官
は
見
患
に
お
け
る
「
藤
安
」

で
あ
る
と
い
え
る
子

-52-

比
行
文
之
妙
，
寓
孫
武
只
比
試

是
史
公
好
奇
慮
。
〈
孫
子
呉
起
列
傍
）

O
遊
務
適
梁
，
質
事
只
用
麗
寓
，
作
慨
嘆
語
。
（
孟
子
萄
騨

列
傍
）o
m嬰
事
只
路
寝
、
藤
寓
，
蓋
下
有
孟
警
察
，
恐
頭
霊
山
u
，

仙
川
傍
鰻
如
是
。
（
孟
嘗
君
列
簿
）

孫
武
の
例
に
つ
い
て
は
、
官
女
た
ち
を
訓
練
す
る
際
、
命
令

が
閣
か
な
い
官
女
そ
箪
法
に
か
け
て
処
刑
し
た
こ
と
で
、
宮
殿

中
を
援
繕
さ
せ
た
と
書
く
こ
と
で
、
孫
武
の
軍
事
家
の
性
格
を

鮮
明
に
描
い
た
。
し
か
し
こ
れ
は
事
実
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
。

伝
説
に
過
ぎ
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
孫
武
の
性
格
そ
表
現
す

る
に
は
最
適
な
材
料
で
あ
る
た
め
、
司
馬
遷
に
採
用
さ
れ
た
。

孟
子
の
場
合
、
か
れ
は
葬
や
梁
を
遊
説
し
た
が
、
い
ず
れ
も
盟



王
た
ち
に
恕
用
さ
れ
ず
、

は
ご
く
一
短
く
記
さ
れ
て
い
る
の

る
。
孟
子
に
つ
い
て
の
で
庖
府

て
い
る
こ
と
が
よ
く
分
か
る
。

こ
の
史
実
部
分

の
で
あ

し

か

し

な

が

ら

、

は

と
の
バ
ラ
ン
ス
も
見
逃
し

て
い
な
い
。

し
な
が
ら
作
文
す

つ
で
あ
る
と
い
う
幻
。

で

は

な

く

、

の

や

か
る
の
が
良
品
開
で
あ
る
。
さ
ら
に
紋
窃
り
裂
の

は
な
く
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
、
の
リ
ズ
ム

後
乃

め
に
も
、

欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

一
比
法
。

見
思
の
批
評
で
は

法
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。

’と
三称
のす
関るの
をもほ
見のか
てもにつ
み「もい
よ議色て
う諾々は
~9 」あ

のる訴
手。掲

」
や
一
句
」
は
す
な
わ
ち
後
の
出
来

て
お
く
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
先
に

J

を
し
て
、
後
に
「
詳
察
」
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
お
る
。

の
一
つ
と
し
ら
れ
て
い
る
。

で

（
鋒
侯
潤
勃
世

の
t
J臥
戸
内
U

る



家こ

こ

で

の

「

省

筆

」

は

れ

い

る
。
、
す
な
わ
ち
「
省
筆
」
は
イ
コ
ー
ル
「
虚
篤
い
で
あ
る
。
「

麗
蒋
」
は
「
省
略
」
「
簡
略
」
の
意
味
合
い
を
も
っ
て
い
る
の

が
前
の
「
賂
篤
」
と
一
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ω
「
補
筆
」

O
補
篤
郡
懸
震
棟
渉
添
幾
許
集
勢
，
文
有
鹿
市
賞
者
，
比

類
是
山
旬
。
〈
陳
渉
世
家
）

O
秦
始
患
薦
人
性
陣
取
，
議
中
不
序
，
前
措
尉
稼
，
後
措
虚

生門
M

中
補
出
，
尤
器
地
付
妙
。
（
秦
始
皇
本
紀
）

陳
渉
役
家
の
倒
で
は
、
各
都
県
の
民
衆
の
蜂
起
安
補
っ
て

書
く
の
は
、
陳
渉
の
反
乱
軍
の
威
勢
を
よ
り
リ
ア
ル
に
際
立
た

せ
る
た
め
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
虚
部
資
い
は
一
一
様
の
「
麗
窮
」

で
あ
る
、
と
見
患
は
見
て
い
る
。
秦
始
皇
本
紀
の
樹
で
は
、
い

ろ
い
な
人
た
ち
の
魚
度
か
ら
始
皇
帝
の
人
柄
や
性
絡
を
語
ら
せ

る
の
は
よ
り
立
体
的
に
始
皇
帝
と
い
う
人
間
が
見
え
て
く
る
か

ら
で
あ
る
、
と
見
思
は
分
析
し
て
い
る
。

ω
「
犠
筆
」

O
季
布
一
傍
正
寓
慮
，
只
折
奨
櫓
封
文
帝
数
語
，
鈴
期
借

周
氏
，
借
魯
朱
家
，
措
牒
公
，
借
欝
丘
生
，
四
面
識
貼
，

而
季
布
節
掻
無
不
現
出
，
北
緯
葉
扶
詑
之
法
也
。
（
季
布
鑓

布
列
傍
）

。
汲
長
揺
夜
漢
廷
是
第
一
流
人
物
，
其
惑
叢
犯
顔
底
，
櫨

好
鋪
張
。
史
公
偏
措
武
安
侯
，
借
荘
助
，
借
大
将
軍
，
借

銭
湯
，
借
公
義
弘
，
借
准
南
王
，
指
苛
馬
安
，
反
従
他
人

身
上
形
容
出
来
。
市
汲
長
嬬
意
思
構
性
，
気
概
節
誼
無
不

全
現
，
反
強
於
只
窮
一
汲
欝
。
如
資
家
寓
像
，
絶
無
神
気

品
。
此
所
謂
緯
葉
扶
花
之
法
。
（
汲
鄭
列
傍
）

季
布
に
つ
い
て
の
描
写
だ
が
、
「
質
構
」
で
は
な
く
、
他
の

人
た
ち
の
描
写
を
措
り
る
こ
と
に
よ
っ
て
引
き
立
た
せ
る
。
汲

轄
に
つ
い
て
の
描
写
も
同
じ
手
法
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
手

法
は
ふ
つ
う
「
摺
築
」
と
い
う
が
、
見
患
流
の
言
い
方
で
言
え

ば
「
縁
葉
扶
花
之
法
」
で
あ
る
。
前
に
述
べ
た
よ
う
に
見
患
は

機
械
的
な
「
文
法
」
に
反
対
す
る
た
め
に
、
権
力
「

1
法
」
と

い
う
言
い
方
を
避
け
て
き
た
が
、
こ
こ
で
は
珍
し
く
「

1
法」

と
い
う
一
言
い
方
を
使
っ
て
い
る
。
従
っ
て
彼
の
文
学
批
評
の
中

で
は
目
立
つ
存
復
で
あ
る
。
一
方
、
「
犠
筆
」
の
こ
と
段
見
思

の
「
虚
費
」
論
の
重
要
な
一
部
と
し
て
知
何
に
重
視
さ
れ
た
か

が
物
語
っ
て
い
る
。
な
お
、
「
擁
護
」
に
は
「
反
撤
」
と
い
う

手
法
も
よ
く
使
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、

寝
荊
郷
，
先
寓
其
柔
嬬
，
寓
秦
舞
腸
，
先
鶏
其
勇
敢
，
皆

反
調
法
説
。
（
刺
客
列
傍
）

「
反
機
」
と
い
う
手
法
に
よ
っ
て
荊
軒
や
秦
舞
鶴
性
格
の

真
実
の
一
面
を
よ
り
克
明
に
表
現
で
き
た
の
で
あ
る
ヂ
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題

呉
い
る
の
は

的

に

「

麗

と

る
。
そ
れ
に
対
し
、

が
含
ま
れ
て
い
る
お

「
遊
詩
」
は
少
な
い
を
以
っ
て

物
を
議
写
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
従
っ
て

出
来
る
と
い
う
わ
け
る
。
こ
れ
泣

実
は
競
述
べ
た

議
詰
」
と
い
い
、

確
に
述
べ
て
い
る
。

繁
務
（
手
法
）

j
v持

iv
絡
（
内
容
）
よ
枕

る
。
例
え
ば
、
彼
は

公
散
家
）
と
初
、
円
左

史
記
』
〉
で
は
「
簡
ぬ

ぅ

、

明

ら

か

に

「

詳

削

の

と
対
応
し
て
使
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、

告と也 ;JFiこ／レ
イコ

いしい
たて
もの
の
で
は
な
く

た
う
え
、

こ
と
が
で
き
る
。
議
口
バ

の

入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
せ

〈
あ
る
い
は

句。v-

る
こ
と
で
は
な
い
。



の
形
式
主
義
で
あ
る
。
「
文
法
」
（
筆
法
も
含
め
て
）
は

批
評
の
中
に
「
麗
質
」
論
に
よ
っ
て
再
発
見
さ
れ
た
も
の

り
、
そ
の
理
論
体
系
の
中
に
巧
妙
に
総
み
込
ま
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。

注
釈
：

（1
）
張
機
騒
音
比
陵
名
人
疑
年
銭
』
巻
一
，
常
Mm旅
謡
向
郷
合

刊
一
行
，
武
器
お
年
口
月
，
東
洋
文
嫁
蔵
本
，
以
下
関
じ

（2
）
呉
見
思
『
史
記
論
文
片
（
尺
木
堂
蔵
版
）
，
内
際
文
庫
蔵

本
，
以
下
同
じ
で
あ
る
。
一
－
史
記
論
文
・
駿
文
』
の
執
策
者
で

あ
る
「
高
樹
」
と
い
う
人
は
不
詳
で
あ
る
。
明
日
絞
文
h

に
は
、

南
藤
繕
替
呉
興
特
併
に
対
し
「
門
生
高
樹
」
と
’
自
称
し
て
い
る
こ

と
か
ら
見
る
と
、
「
館
内
樹
」
と
い
う
人
が
呉
輿
鮮
の
門
下
生
、

或
は
幕
僚
と
捻
制
さ
れ
る
。

（3
）
張
慧
創
判
明
清
江
蘇
文
人
年
表
』

p
側、

m，
上
海
古
籍

出
版
社
1
9
8
6
年
ロ
月
，
以
下
関
じ

〈
4
〉
張
翠
制
判
明
治
江
蘇
文
人
年
表
』

pm

（5
〉
呉
中
行
『
賜
鈴
堂
集
』
巻
十
，
内
関
文
庫
議
本

（6
）
呉
見
忠
明
史
記
論
文
』
第
8
冊
巻
回
、
第
四
冊
巻
錦
、

（7
）
呉
見
忠
明
史
詑
論
文
』
第
2
櫛
巻
5
、
第
日
櫛
巻
。

（8
）
呉
見
思
『
史
記
論
文
』
第
7
m
w巻
目

（9
）
呉
見
思
『
史
記
論
文
』
第
1
櫛
巻
4

ぴ〉

（mw
〉
『
史
記
論
文
』
第
凶
器
巻
的
「
問
問
策
詩
尚
繁
」
に

つ
い
て
は
「
炎
批
」
の
形
式
で
あ
り
、
一
ブ
史
記
』
諜
文
は
「
以

泰
士
誌
之
象
，
兵
法
之
教
，
可
以
呑
天
下
，
檎
帝
布
治
。
爽
批

（
引
用
文
ご
と
あ
る
、
第
凶
器
巻
布
、
花

（
日
〉
呉
見
思
司
史
記
論
文
』
第
れ
冊
巻
山

（
ロ
）
呉
見
思
一
u

史
記
論
文
』
第
7
冊
巻
泣
、
第
ロ
冊
巻
訂

（
山
川
〉
京
阪
番
』
巻
m
出
「
害
関
護
措
像
，
額
上
加
一
一
一
毛
，
観
者
受

神
明
磁
勝
。
」
と
あ
る
。

（M
）
呉
見
思
円
史
記
論
文
h

第
9
冊
巻
川
町
、
第
訪
問
巻
花

（
出
〉
呉
見
出
忠
明
史
記
論
文
h

第
3
櫛
巻
8
、
第
4
冊
巻
9

〈
ぱ
山
〉
関
爾
呂
志
侍
集
一
連
巻
一
位
、
上
海
書
店
影
印
本

p
間

（
げ
）
核
問
樹
吋
史
記
論
文
・
陵
』

〈
国
）
呉
見
忠
注
・
潜
蔚
評
『
杜
詩
論
文
』
（
岱
淵
堂
校
定
本
〉
，

内
閣
文
庫
蔵
本
，
以
下
同
じ

（
山
）
呉
見
忠
明
社
詩
論
文
・
凡
例
』

（
初
）
呉
見
忠
明
史
記
論
文
』
第
認
知
巻
日

（
れ
）
吋
水
激
傍
舎
評
本
』
上

p
m，
北
京
大
学
出
版
社
1
9
8

1
年
ロ
口
ぺ
以
下
向
じ

（
泣
）
呉
見
忠
『
史
記
論
文
』
第
お
冊
巻
山

（
お
）
呉
見
思
明
史
記
論
文
』
第
9
罰
巻
M
W

（
「
自
楚
人
弱
弓
徴

撤
」
に
つ
い
て
の
批
評
は
「
爽
批
」
の
形
式
で
あ
り
、
『
史
認
』

の
原
文
は
「
於
是
填
議
王
議
使
於
諸
侯
，
復
震
離
，
欲
以
伐
秦
，
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炎
批
（
引
用
文
ご
と
あ
る
）

上
P
げ

（一一一）

p
品，

1
9
8
 

5
年
9
月

爽
批
（

日
締
巻
町
内

24 

l
f
どの

、
巻
町
間

凶
器
巻
町
出
、

19 
時

凶
器
巻
問
、

ゥ，，mh
d
 




